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MPU に 依存 する 機能 に つい て 


MPU 名 指定 


アセ ン ブ ラ 起動 時 に -mpu オプ ショ ン に て 指定 を し て くだ さい . 


【 サ ポー ト MPU 一 覧 [Z780 シリ ー ズ ]】 


MPU 名 アセ ン ブ ル 時 の 指定 


注目 
上 表 に 記載 され て いな い 型 名 に つい て は , 弊社 サポ ー ト 窓口 support@gaio.co.jp に お 問い 合 
わせ くだ さい . 


言語 の 基本 要素 
54 


其 本 的 に ASCII コー ド で 下記 の 文字 を 使用 し ます . 


琶 [に 2 も 


特殊 文字 |! "#$%8 ()* キ ニー・/ ミ 5 < モニ >20[ ま 1 人 よ 


ソー ス 上 の 記述 は , 大 文字 も 小文字 も 許さ れ ま す が , 最終 的 に エミ ュ レ ー タ な ど に 出力 され る と 
き に は すべ て 大 文字 で 認識 し ます . 
た だ し , アセ ン ブ ラ 起動 パラ メー タ に よっ て 大 文字 / 小 文字 を 区 別 す る こと も で きま す . 


例 


a001 EQU 10 
A001 EQU 


ーー 


"a001" と "A001" は 同じ な の で 2 重定 義 と な る . 


b001 eau 
ADD R1.LABEL1, GO 
add r1, label2, g0 
BA label 
ba LABEL 
ADD R1.AO001. GO 
add r1,b001., g0 


ーー 


ステ ー ト メン ト の 構成 


命令 ステ ー ト メン ト ( 実 行 命令 , 擬似 命令 共 ) は 4 つの フィ ー ル ド か ら 構 成 さ れ て いま す . 


ラベ ルプ ネー ム オペ レー ショ ン オペ ラン ド コメ ント 
フィ ー ル ド フィ ー ル ド フィ ー ル ド フィ ー ル ド 


ラベ ル / ネ ー ム フィ ー ル ド 


この フィ ー ル ド は , オペ レー ショ ン フ ィ ー ル ド の 内 容 に よっ て は 必ず し も 必要 の な い フ ィ ー 
ルド で , 分 岐 命令 に お ける 飛び 先 番地 等 を 示す ラベ ル や , 領域 の 名 称 を 表す ネー ム な ど を 記 
述 し ます . 


ラベ ル 名 の 記述 

1 か ら 48 文字 以内 の 英 数 字 列 で , ラベ ルフ ィ ー ル ド で は 最後 の 文字 は コロ ン ”":” で な けれ ば 
な り ま せん . た だ し , 有効 な ラベ ル 名 と し て は 先頭 か ら 32 文字 まで を 有効 と し ます . 

ラベ ル 名 の 先頭 に 数 字 を 記述 する こと は で きま せん . 

ステ ー ト メン ト の 先頭 か ら 記述 し , レジ スタ 名 な どの 予約 語 の 単独 使用 は で きま せん . 

ネー ム フ ィ ー ル ド は , 擬似 命令 に よっ て は 記述 し て は いけ な い 命 令 も あり ます の で 注意 が 必 
要 で す . 

1 つの プロ グラ ム 内 で の 2 重定 義 は で きま せん . 


ラベ ル 名 に 記述 可能 な 特殊 文字 は 以下 の 通り で す . 


注目 

特殊 文字 は , ラベ ル の 先頭 お よび 2 文字 以降 に 記述 し て も エラ ー と は な り ま せん . 

フォ ー マ ッ ト 変 換 ユ ー テ ィ リ ティ (XOUT-V) で は , 先頭 英字 で は な い シ ン ボ ル を エラ ー と する 
場合 (出力 する シン ボル タイ プ に よる ) も あり ます の で , ご 使用 の 際 は 注意 し て くだ さい . 


記述 例 1 
LABEL: 
L00001 
WORD 
N0000100 


記述 例 2 
D_ADDR 


NOP 
EQU 
DW 

EQU 


100 


A234567890123456789012 


⑳ LABEL 
_LABEL 

@⑳ABC_: 

⑳: 


記述 誤り 例 
LABEL 
L00001: 
INVS: 
INVS: 

LAB1 
LAB2 
11A0: 


NOP 
EQU * 
NOP 
NOP 
SKIP 3 
EJEGT 
NOP 


EQU 0001H 
EQU キネ 
EQU ネ 
EQU ネ 


ラベ ル に コロ ン が な い . 

擬似 命令 に コロ ン が ある . 

この 命令 は 正しい . 

ラベ ル が 2 重定 義 . 

この 擬似 命令 に ネー ム は 不可 
この 擬似 命令 に ネー ム は 不可 
先頭 が 英字 また は "_@" で は な い . 


ロー カル ラベ ル 

ロー カル ラベ ル の 記述 方 法 は , ラベ ル の 最後 に "$” を 付け て 記述 し ます . 

この ロー カル 名 は 一 度 定義 され る と , ロー カル 名 以外 の ラベ ル が 現れ る まで 有効 で す . 

また , ロー カル 名 以外 の ラベ ル が 現れ る 前 に , 同じ ロー カル 名 を 定義 むす る こと は で きま せん 
が , ロー カル ラベ ル 名 以外 の ラベ ル が 現れ た 後 で な ら 定 義 す る こと が で きま す . 


例 
命令 LOCAL_010$ 
命令 LOCAL_020$ 
LOCAL_010$: 命令 
LOCAL_020$: 命令 
NEXT: 
命令 010$ 
010$: 
命令 020$ 
020$: 
命令 LOCAL_ 0108 ・・・・ 未定 義 エ ラー 


この ロー カル ラベ ル 名 に 限り 先頭 に 数 字 を 記述 し て も 構い ませ ん . 
オペ レー ショ ン フ ィ ー ル ド 


オペ レー ショ ン フ ィ ー ル ド に は , 実行 命令 の ニー モニ ッ ク コ ー ド か , アセ ンプ ブラ 擬似 (制御 ) 
命令 を 記述 し ます . 


オペ ラン ド フ ィ ー ル ド 
オペ ラン ド フ ィ ー ル ド に は , 命令 に よっ て 操作 され る デー タ を 記述 し ます . 
も 


オペ ラン ド を 必要 と し な い 命 令 も あり ます が , ほとん どの 命令 は 幾つ か の オペ ラン ド を 必要 
と し ます . 


コメ ント フィ ー ル ド 


コメ ント は , ステ ー ト メン ト 中 に 任意 に 記述 で きま す . 

コメ ント の 記述 は , セミ コロ ン ”:j” の 後に 書き , ステ ー ト メン ト の 先頭 に セミ コロ ン を 記述 し 
た と き に は その ステ ー ト メン ト 全 体 が コメ ント 行 と な り ま す . 

例 


NAME EXAMPLE , MODULE NAME 


ENTRY EQU に , ENTRY POINT 
NOP , START 


各 フ ィ ー ル ド の 記述 は フリ ー フ ォ ー マ ッ ト で 記述 可能 で , フィ ー ル ド 間 は 1 文字 以上 の スペ ー 
ス ま た は タプ で 区 切り ます . 

1 つの ステ ー ト メン ト の 終了 は "CR/LF"” ま で で す . 

た だ し , 1 行 CCR/LF" ま で を いう ) に 2 つの 命令 ステ ー ト メン ト を 記述 する こと は で きま せん . 


区 切 記号 


下 表 に 示す 記号 は , 区 切り 用 と し て 特殊 な 意味 を 持ち , 各 ソー スス テー トメ ント , 各 フィ ー ル ド , 


ある い は 各 フ ィ ー ル ドコ ン ポ ー ネ ン ト の "終り "を 意味 し ます . 


【 区 切 記号 一 覧 】 
フィ ー ル ド の 分 離 , シン ボル の 終了 
| | オペ ラン ド フ ィ ー ル ド で 各 オ ペラ ンド を 区 分 


ステ ー ト メン ト の 終了 


) 
フィ ー ル ド の 分 離 , シン ボル の 終了 
に PrWoggg ハハ 
四 還 還 蘭 


ラベ ル と し て 使用 し た シン ボル 名 の 区 切り 


各 婦 ーション カウ ンタ 


アセ ンプ ブラ は , ソー スプ ログ ラム を アセ ン ブ ル す る と き , 各 セ クシ ョ ン 別 に 割り 当て られ た ロケ 


ーション カウ ンタ に より それ ぞ れ の 命令 や デー タ を 割り 当て ます . 
ロケ ーション カウ ンタ の 値 を 参照 し た い 場 合 , 780 は *( ア スタ リス ク ) を 使用 し ます . 


例 


LABEL EQU 


| 
BRA  *r10 


BRA ネー5 
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16 進 デ ー タ 
16 進 デ ー タ の 場合 は , 最初 の 文字 が 数 字 で 終り に "H" を 付け ます . 


例 


60H 
OFFH 
0CO00H 


2 進 デー タ 
2 進 デー タ の 場合 は , 終り に "B" を 付け ます . 


例 


10000000B 
11111111B 
1100000000000000B 


10 進 デ ー タ 
10 進 デ ー タ の 場合 は , 特に 何 も 指 定 し ませ ん . 


例 
128 
256 
49252 


文字 デー タ 
文字 デー タ の 場合 は , 1 組 の コー ティ ショ ンマ ー ク "で くく り ま す . 


例 


7 ・・・・ 41H 
「 ポ ュ ロ ng の W 
9 20H 


文字 値 定数 内 に 単 一 引用 符 ” を 定義 する に は , 以下 の よう に 記述 する こと に よっ て 文字 値 定数 
と し て 定義 で きま す . 


DB ABC DEF ーー- ABC DEF 


単 一 引用 符 を 2 個 連 続 し て 記述 する こと に より , 1 個 の 単 一 引用 符 を 表し ます . 


記 王 


記号 は , アセ ン ブ ラ に より 数 値 に 変換 され , 規則 は ラベ ル / ネ ー ム フィ ー ル ド で 述べ た 一 般 規 則 
に 準じ ます . 

アセ ン ブ ラ で 使用 で きる 記号 に は , 予約 記号 , ユー ザ 定 義 記号 , 絶対 記号 , 相対 記号 な ど が あり 
二 す 。 


13 


式 


式 は 算術 演算 子 , 数 値 定数 , シン ボル , ロケ ーション カウ ンタ で 構成 し アセ ン ブ ラ は 式 を 計算 
し て 値 を オペ ラン ド に 設定 し ます . 


演算 子 一 覧 
一 般 演算 子 算術 演算 子 


論理 演算 子 


排他 的 論理 和 


単項 演算 子 


関係 演算 子 


論理 関係 演算 子 


カッ コ 


に 関す る 規則 は , 一 般 的 な 規則 に 準じ ます が 次 の 点 に 注意 し て くだ さい . 


注 1 演算 結果 の 途中 の オー バー フロ ー は 無視 し ます の で 注意 し て くだ さい . 


=3#10. ヾ マー 敵 果 は 7 と どなり 。 エラ ター と し ませ ん 、 


注 2 単項 演算 子 の -( マ イナ ス ) は , 指定 され た 値 の 2 の 補 数 で 取り 扱い を 行い ます . 


-3 ・・・・ "FFPFFFFFDH" で 取り 扱い ます . 


注 3 単項 演算 子 の (否定 ) は , 指定 され た 値 の 1 の 補 数 で 取り 扱い を 行い ます . 


て 3 ・・・・ "PFEFFEFFCH" で 取り 扱い ます . 


注 4 除算 (/) ま た は , モジ ュ ロ 演算 () で 分 母 が 0( ゼ ロ ) の と き は エラ ー と な り ま す . 


注 5 同じ 算術 演算 子 を 2 個 以 上 続け て 書く と エラ ー と な り ま す . 


3++-3 ・・・・ エラ ー 


注 6 演算 の 優先 度 は , 以下 に 示す よう に な り ま す . 
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【 演 算 の 優先 度 】 
優 度 | 江 算 子 。 | 例 《〈《〈《〈{}t 
| 雪 \、 | 単項 員 息子 mW 


同じ 優先 順位 の 演算 は 左 か ら 右 へ 処理 され ます . 
上 記 優 先 順位 を 変更 し た い 場 合 に は , カッ コ 文 字 を 使用 し て くだ さい . 


注 7 式 の 最終 値 許 され る デー タ サ イズ の 範囲 内 で な けれ ば エラ ー と な り ま す . 


注 8 関係 演算 子 お よび 論理 関係 演算 子 の 結果 は 真 で あれ ば 1, 偽 で あれ ば 0( ゼ ロ ) と し ます . 


ラベ ル の 属性 


ラベ ル の 属性 に は , 以下 に 示す も の が あり ます . 
外部 参照 ラベ ル ( エ クス ター ナル ラベ ル ) 

EXTNAL 命令 等 で 定義 し た ラベ ル 
絶対 ラベ ル ( ア ブリ ソリ ュー トラ ベル ) 


定数 また は 絶対 ラベ ル お よび その 式 の み を 定義 し た EQU 命令 等 の ラベ ル 
アブ ソリ ュー トモ ー ド の セク ショ ン 中 で 定義 し た ラベ ル 

コロ ン ": で 定義 し た ラベ ル 

DB, DW 命令 等 の ラベ ル 

セク ショ ン ラ ベル (SECT 命令 の ラベ ル ) 

ロー カル ラベ ル 

EQU 命令 で ロケ ーション カウ ンタ を 定義 し た ラベ ル 
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相対 ラベ ル ( リ ロケ ーション ラベ ル ) 


リロ ケー ショ ン モ ー ド の セク ショ ン 中 で 定義 し た ラベ ル 
相対 ラベ ル お よび その 式 を 定義 し た EQU 命令 の ラベ ル 


例 1 


SYM1 
SYM2 


ASECT 


ALAB1 : 


ALAB2 
ALAB3 
ALAB4 


ALAB$ : 


RSEGT 


RLAB1 : 


RLAB2 
RLAB3 
RLAB4 


RLAB$: 


コロ ン ”:" で 定義 し た ラベ ル 


DB, DW 命令 等 の ラベ ル 
セク ショ ン ラ ベル (SECT 命令 の ラベ ル ) 
ロー カル ラベ ル 
EQU 命令 で ロケ ーション カウ ンタ を 定義 し た ラベ ル 


EXTNAL 
EQU 
SET 


SECT 
EQU 


DW 
DS 


EXI1 
12H 
3456H 


COMM, ORG=80H 


米 
0 


エク スタ ー ナ ル ラ ベル 


絶対 ラベ ル 
絶対 ラベ ル 


絶対 ラベ ル 
絶対 ラベ ル 
絶対 ラベ ル 
絶対 ラベ ル 
絶対 ラベ ル 
絶対 ラベ ル 


相対 ラベ ル 
相対 ラベ ル 
相対 ラベ ル 
相対 ラベ ル 
相対 ラベ ル 
相対 ラベ ル 


(2 の 0 ン シン ラベ バル) 


(の フン ョ ン ラ ベ バル) 


絶対 ラベ ル (ABS) と 相対 ラベ ル (REL) の 演算 は 以下 の 規則 に 従っ て ラベ ル 値 属性 (ABS/REL) が 決定 


され ます . 


絶対 ラベ ル 


絶対 ラベ ル 


絶対 ラベ ル 
絶対 ラベ ル 
絶対 ラベ ル 
目 対 ラベ ル 
目 対 ラベ ル 
目 対 ラ ベル 
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ラベ ル の 演算 で 下記 の も の は エラ ー と な り ま す . 


例 


ABS1 
ABS2 
REL1 
REL2 


ラマ ロロ 
の 芝 ら らら 

( 己 ( 己 
や どけ ト いや 一 


ABS1 so 1 を 大 れる 

ABS1+ABS2 ・‥・・ 3 を 入れ る . 

REI2IREIISc222 る 大 れる 

REL2+ABS1 ‥…・ “REL2+1" の アド レス を 入れ る . 
REL2-ABS2 ‥・・ “REL2-2" の アド レス を 入れ る . 
REL1+REL2 ・・・ 相対 ラベ ル + 相対 ラベ ル 一 > エラ ー 
REL1*ABS2 ・…・・ 相対 ラベ ル * 絶対 ラベ ル 一 > エラ ー 


登 便 動 便 便 重合 
並 並 並 並 並 並 潤 
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演算 子 


一 般 演 算 子 


一 般 演算 子 は , ラベ ル 名 , 変数 名 お よび 数 字 直 定 数 に 記述 で きま す . 


演算 子 の 種類 は , 演算 子 一 覧 を 参照 し て くだ さい . 


命令 オペ ラン ド に #3*2 <--- 結果 は "6" に な り ま す 
命令 オペ ラン ド に 8<4 < ぐ --- 結果 は "80”W に な り ま す 
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基本 命令 セッ ト 
オペ ラン ド 表 現 


280 で 扱う こと の で きる オペ ラン ド 表 現に は 以下 の も の が あり ます . 


レジ スタ 
第 作 コ ー ド 
イミ ディ エー ト 
メモ リア ドレ ス 
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条件 コー ド 


条件 コー ド は , 以下 に 示す 予約 語 で 記述 し て くだ さい . 


条件 コー ド 予約 語 


NZ 
Z 
NC 
C 
PO 
PE 
P 
M 


例 
UP NZ, 1000H 
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下 間 
7/// 
山 
1 
ー 


イミ ディ エー ト は , 定数 また は ラベ ル お よび その 式 を ソー ス オ ペ ラン ド に 記述 する こと が で き 
ます . 
た だ し , 8 ビッ ト の イミ ディ エー ト に 対し て 相対 ラベ ル は , 使用 で きま せん . 


例 

ABC EQU 5 
| 
LD A 1 ・・・・ 8 ビッ トイ ミディ エー ト 
LD AABC ・・・・ 8 ビッ トイ ミディ エー ト 
LD HL, LAB1O0 ・・・・ 16 ビ ッ ト イ ミディ エー ト 


LAB10: 
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メモ リア ドレ ス 


メモ リア ドレ ス は , 以下 に 示す アド レッ シン グ で 記述 で きま す . 


直接 アド レッ シン グ 
(addr) 
"addr' は, アド レス を 表す 定数 又は ラベ ル お よび その 式 で 記述 し ます . 


例 
LD A, (8000H) 


レジ スタ 間接 アド レッ シン グ 
(HL) 


例 
LD (HL), 30H 


イン デック ス 修 飾 ア ドレ ッ シ ン グ 
(IX+disp)(IY+disp) 
"disp は ,"-128" か ら "+127” の 定数 又は 絶対 ラベ ル お よび その 式 で 記述 し ます . 


例 
LD C, (IX+64H) 


ゼロ ペー ジ 制 限 ア ドレ ッ シ ン グ 
Zaddr 

7Zaddr" は "00, "08H 10 18H。 20 28H 30H "38H" の 定数 お よび 絶対 ラベ ル で 記述 
し ます . 


例 
RST 06H 
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相対 アド レッ シン グ 
raddr 

"raddr” は , 現在 の PC の 値 "-126" か ら "+129" の アド レス を 表す 定数 又は ラベ ル お よび その 式 で 
記述 し ます . 

た だ し , セク ショ ン 外 の アド レス は , 指定 で きま せん . 

この アド レッ シン グ で は , アセ ン ブ ル 時 に , 次 の 命令 の 先頭 アド レス と , 命令 に 記述 し た アド レ 
ス と の ディ スプ レー スメント を , 自動 的 に 算出 し て オブ ジェ クト に 組み 込み ます . 


例 
UR *+100 


ビッ ト ア ドレ ッ シ ン グ 
bit 
7Dit” は , 0 て 7 の 定数 又は 絶対 ラベ ル お よび その 式 で 記述 し ます . 
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命令 セッ ト 


Z80 の 命令 セッ ト の ニー モニ ッ ク と 記述 可能 オペ ラン ド タ イ プ 一 覧 を 示し ます . 
n 令 の 動作 や オペ ラン ド 形 式 に つい て は , メー カー 出版 の 命令 語 解説 書 な ど を 参照 し て くだ さ 
めい 
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一 般 の 命令 
ニー モニ ッ ク 
ADC 


ADD 
AND 


BIT 


CALL 
CCF 
CP 
CPD 
CPDR 
CP1 
CPIR 
CPL 


DAA 
DEC 
DI 
DJNZ 


EI 
EX 
EXX 


HALT 


最適 化 分 岐 命令 
ニー モニ ッ ク 
JR. X 


IM 
IN 
INC 
IND 
INDR 
INI 
INIR 


JP 
JR 


LD 
LDD 
LDDR 
LDI 
LDIR 


NEG 
NOP 


OR 
OTDR 
OTIR 
OUT 
OUTD 
OUTI 


POP 
PUSH 


RES 
RET 
RETI 
RETN 
RL 
RLA 
RLC 
RLCA 
RLD 
RR 
RRA 
RRC 
RRCA 
RRD 
RST 


SBC 
SCF 
SET 
SLA 
SRA 
SRL 
SUB 


XOR 
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最適 化 分 岐 命令 


最適 化 分 岐 命令 と は , 分 岐 先 の ラベ ル ( ア ドレ ス ) に よっ て ショ ー ト 分 岐 命令 の コー ド か ロン グ 
分 岐 命令 の ユー ド か を アセ ン ブ ラ が 自動 的 に 選択 し て 最適 な オブ ジェ クト コー ド を 生成 する 命 
令 で す . 

この 命令 を 使用 すれ ば 分 岐 先 へ ショ ー ト 命令 で 分 岐 可能 か 不可 能 か 等 を 考え ず に コー ディ ング 
する こと が で きま す . 


JR.X 命令 
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JR. X 硫 


オペ ラン ド で 記述 され た 分 岐 先 が 現 命 令 よ り 相 対 で "-126" か ら +129" の 範囲 内 な ら ば 相対 ジャ 
ンプ 命令 (JR) の コー ド を 生成 し , 範囲 外 な ら ば 直接 ジャ ンプ 命令 (JP) の コー ド を 生成 し ます . 
また , 分 岐 先 に エク スタ ー ナ ル ラ ベル ( 他 の モジ ュー ル で 定義 され て いる ラベ ル ) や 他 の セク シ 
ョ ン ラ ベル ( 現 セ クシ ョ ン と 異な る セク ショ ン で 定義 され て いる ラベ ル ) を 指定 され た と き は 直 
接 ジ ャ ンプ (JP) を 生成 し ます . 


例 
EXINAL EXT10 
| 
SECT CODE 
LAB10: 
| 
SECT CODE 
LAB20: 
| 
UR. X LAB10 2 cg 放り 
UR. X LAB20 > cc コロ 2 
UR. X INBSOI 庫 coq 認 (6) 
UR. X 2 汗 EAIIIOUI 暫 に 還 bB 証 (0) 
| 
LAB30: 


(1) 他 の セク ショ ン の た め JP 命令 の コー ド を 作成 
(2) 、 現 ロケ ーション か ら "-126" 以 内 な ら ば JR 命令 , ”-126" 以 上 な ら ば JP 命令 の コー ド を 生成 
(3) 現 ロ ケー ショ ン か ら "+129" 以 内 な ら ば JR 命令 , 以上 な ら ば JP 命令 の コー ド を 生成 


(4) エク スタ ー ナ ル ラ ベル の た め JP 命令 の コー ド を 生成 
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プロ グラ ミン グ 注 意 事項 


リロ ケー ショ ン お よび エク スタ ー ナ ル ラ ベル 
リロ ケー ショ ン お よび エク スタ ー ナ ル ラ ベル は , 16 ビッ トイ ミディ エー ト , 直接 アド レッ シン 
グ お よび 相対 アド レッ シン グ で 使用 で きま す . 
た だ し , 相対 アド レッ シン グ で は , セク ショ ン 内 の リロ ケー ショ ン ラ ベル し か 使用 で きま せん . 


例 


EXTINAL EXIO0O 


| 
RELOO DS 2 


SECT CODE 

| 

LD A, RELO0 ic に 0 コテ イモ ー ド は エラ ニニ 

LD HL, RELO0 …・… OK 

LD A, (RELO0) ssss  ( 下 

LD A, (EXT00) swxz。 0 上 

LD A, (IX+REL00) ・‥…… イン デック ス 修 飾 ア ドレ ッ シ ン グ は エ 
ラー 

RST REL00 nn ピロ ペニー ン 制限 2 レッ ン ン グ は エラ 

JR REL00 …・ 相対 アド レッ シン グ で セク ショ ン 外 の 
クニ ン ョ ン ラ バル 8 エラ ニニ 

JR RELO1 add 詳 介 2IDINI レ リン ング で エク スク ミル 
ラウ バル | ま エ ラ 二 

JR EXT00 son MK 

SET REL00, A oc に 22 ウッ シシ ンク Eee 
RELO1: 
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アセ ン ブ ラ 擬 似 命令 


アセ ンプ ブラ 擬似 命令 は , アセ ン ブ ラ 制御 命令 と も 呼ば れ , デー タ 定 義 な どの 擬似 命令 を 除い て は 


直接 オブ ジェ クト プロ グラ ム は 出力 され ませ ん . 


一 般 に 擬似 命令 は 基本 命令 と 同じ フォ ー マ ッ ト で 記述 する と , 命令 と し て 解釈 され る も の で す . 


280 で 使用 する 擬似 命令 は , 次 の よう に 分 類 さ れ ま す . 
一 般 擬似 命令 


EQU 
SETL 
DB 

DW 

DS 
NAME 
TNCLUDE 
END 
FLOAT 
DFLOAT 


印刷 制御 擬似 命令 


ロケ ーション と セク ショ ン 制 御 擬似 命令 


ロケ ーション と セク ショ ン 制 御 擬似 命令 の 説明 
ORG 
AORG 
BND 
SECT 
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プロ グラ ム 結 合 擬似 命令 


プロ グラ ム 結 合 擬似 命令 の 説明 
GLOBAL 
EXTNAL 


条件 アセ ン ブ ル 擬 似 命令 


IF 
IFDEF,IFNDEF 
ELSE 

ENDIF 
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一 般 疑 似 命令 


EQU 


EQU 命令 は , ラベ ルフ ィ ー ル ド で 指定 され た ネー ム に , オペ ラン ド と し て 与え られ た "表現 "の 値 
を 割り 付け ます . 


オペ レー ショ ンコ ー ド | オペ ラン ド 


ラベ ル 欄 の ネー ム は , 必ず 書か な く て は な ら ず , コロ ン で 終了 し て は な り ま せん . 
表現 は , 外部 記号 (エク スタ ー ナ ル ラ ベ バベル) を 含ん で いて は な り ま せん . 


例 


NAME1 EQU OFFH 
NAME2 EQU 11111111B 
NAME3 EQU NAME1+5 
NAME4 EQU NAME1-10 
NAME5 EQU 

NAME6 EQU ネー5+2 


な お , ソー スプ ログ ラム 中 で EQU 命令 の ラベ ル を 使用 し て デー タ な いし 命令 を コー ディ ング す 
る 場合 は , あら か じ め EQU 命令 を 書い て お く 必 要 が あり ます . 
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SETL 


SETL 命令 は , ラベ ルフ ィ ー ル ド で 指定 され た ネー ム に , オペ ラン ド と し て 与え られ た "表現 "の 
値 を 割り 当て る 命令 で , EQU 命令 は 一 度 定義 され る と 後続 の EQU 命令 で 再 定義 する こと が で き な 
い の に 対し て , SETL 命令 は 同一 プロ グラ ム 中 , 何 度 で も ネー ム の 値 を SETL 命令 に よっ て 変更 で 
きる 点 が 異な り ま す . 


オペ レー ショ ンコ ー ド | オペ ラン ド 


ネー ム Hs 


例 


VALUE SEIL 10 
命令 VALUE 


VALUE SEIL OFFH 
命令 VALUE 


※SETI 命令 の オペ ラン ド に リロ ケー タブ ル な 表現 も 記述 する こと が で きま す . 
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DB 


DB 命令 は 。 ロ ケー ショ ンカ ウン タ で 指定 され た アド レス に , 指定 され た デー タ を 作成 する 命令 
で す . 


[optiomal] DB8 |( 表 環 文 字 列 


DB 命令 の オペ ラン ド と し て , 表現 の リス ト や テキ スト 文字 列 を 用 いる こと が で き , その リス ト 
中 に は , コン マ で 区 切る こと に より 64 項目 まで コー ディ ング で きま す . 

表現 は 1 バイ ト で , テキ スト 文字 列 の 最大 設定 値 は 63 で す . 

な お , 外部 記号 や 再 配置 記号 は , MPU に よっ て は オペ ラン ド に 記述 で き な い 場合 が あり ます . 


記述 例 
EXP1 DB 5 
EXP2 DB OFFH 
EXP3 DB 1.2.3.4.5.6.7.8 
EXP4 DB ABCDEFGH 
DB 0OFFH 


EQU 命令 また は SET/SETL 命令 で 定義 し た ラベ ル を 1 バイ ト の 範囲 内 で 定義 する こと が で きま す . 


結果 

指定 例 生成 コー ド 

EXP1 DB 5 05 

EXP2 DB OFFH FF 

EXP3 DB 1.2.3.4.5.6.7.8 0102030405060708 
EXP4 DB ABCDEFGH' 4142434445464748 


DB 0OFFH 00FF 
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な お , ソー スプ ログ ラム 中 で DB 命令 の ラベ ル を 使用 し て デー タ な いし 命令 を コー ディ ング する 
場合 は , あら か じ め DB 命令 を 書い て お く 必 要 が あり ます . 


また , MPU に よっ て は 外部 記号 を オペ ラン ド に 記述 する 時 に , 1 つの オペ ラン ド で 2 文字 以上 の 
定数 を 指定 する と エラ ー に な る 場合 が あり ます . 


記述 例 
EXINAL EXT10 
| 
DB EXT10 
DB OFFH, A ,EXT10 
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DW 


DW 命令 は , ロケ ーション カウ ンタ で 指定 され た アド レス に , 表現 リス ト か ら ア ドレ ス と し て 16 
ビッ ト デ ー タ また は 領域 を 作成 する 命令 で す . 


[05timall 表現 リス ト 


表現 は , 通常 アド レス な どの 1 ワー ド (16 ビッ ト ) の 数 字 で あり , 表現 と し て 1 バイ ト 分 し か 指 
定 し な いと 上 位 バ イト が ゼロ の 16 ビッ ト と みな され ます . 

通常 , DW 命令 は , ある 定まっ た アド レス 等 に 対し て 用 いら れ ま す が , オペ ラン ド に よる アド レ 
ス 指定 は , アセ ン ブ ル さ れる と メモ リ 中 に は その コー ディ ング 順 と は 逆 に , 下位 アド レス が 先 に , 
上 位 ア ドレ ス が 後に スト ア さ れる こと に な り ま す の で 注意 が 必要 で す . 

表現 リス ト 中 の 各 項 目 は , コン マ で 区 切る 必要 が あり , 8 項目 まで の 指定 が 可能 で す . 

また , ASCII 文字 を 引用 符 で くく っ て 表現 リス ト 中 に 使用 する 場合 が あり ます が , 3 文字 以上 用 
いる と エラ ー に な る こと , アセ ン ブ ル さ れる と その 順序 が コー ディ ング 順 と は 逆 に な る こと に 
注意 し て くだ さい . 


記述 例 
DATA1 EQU 3COOH 
DATA2 EQU 3CABH 


ADDR1 DW DATA1 
ADDR2  DW DATA2 


STRG1 DW A 
STRG2 DW AB 
DW ネー ネギ 
DW 5*2 
結果 
指定 例 呈 評 計 護 較 


DATA1 EQU 3C00H 
DATA2 EQU 3CABH 


ADDR1 DW DATA1 003C 
ADDR2 DW DATA2 AB3C 
SIRG1  DW ん 4100 
SIRG2  DM AB' 4241 
DW ポー ボ 0000 
DW 5*2 0A00 
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DS 


DS 命令 は , ロケ ーション カウ ンタ で 指定 され た アド レス に , 表現 で 指定 され た 分 の バイ ト を 領 
域 准 保 す る 命令 で す . 


irin 


DS 命令 は , オペ ラン ド で コー ディ ング し た 表現 の 値 に 達する まで , ロケ ーション カウ ンタ の 指 
示 値 を 増加 し て , メモ リ 領 域 を 確保 する も の で す . 

DS 命令 は , DB 命令 , DW 命令 な ど と は 異な り , いか な る デー タ も プロ グラ ム と し て は アセ ン ブ ル 
され ず , プロ グラ ム 実 行 時 に は 確保 し た メモ リ 内 の 内 容 は 不定 と な り ま す の で , ユー ザー は , 初 
期 値 等 が 必要 な 場合 に は , あら か じ め プ ログ ラム に よっ て 初期 化 等 の 作業 を 行わ な く て は な り 
ませ ん . 


例 


BSIZE1 EQU 100 

BSIZE2 EQU BSIZE1+100 

BUFF1 DS BSIZE1 ・・・・ 100 バ イト 確保 
BUFF2 DS BSIZE2 ・・・・ 200 バイ ト 確 保 


な お , ソー スプ ログ ラム 中 で D5 命令 の ラベ ル を 使用 し て デー タ な いし 命令 を コー ディ ング する 
場合 は 。 あら か じ め D5 命令 を 書い て お く 必 要 が あり ます . 
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NAME 


NAME 命令 は , XASS-V で 生成 され た オブ ジェ クト モジ ュー ル に 名 前 を 付加 する た め の 命 令 で す . 


| ラベ ル | オペ レー ショ ンコ ー ド 


| ブラ ンク MAME (E 学 ョ ラール 名 ドモ 導 ほ ー ル 名 「 


NAME 命令 は オペ ラン ド と し て , モジ ュー ル 名 称 が 必要 (省略 は で きま せん ) で , モジ ュー ル 名 は 
16 文字 以内 で 先頭 文字 が 英字 の 英 数 字 列 を 記述 し ます . 

NAME は , ソー スプ ログ ラム 中 で 最初 の デー タ な いし 命令 が コー ディ ング され て いる 前 に 置く 必 
要 が あり ます が , コメ ント お よび 制御 ライ ン の 後 な ら ば , そこ に 挿入 する こと が 可能 で す . 

NAME 命令 は , アセ ン ブ ラ の オブ ジェ クト 名 指定 と 関係 し , 次 の よう な 優先 順位 で オブ ジェ クト 
名 が 決定 され ます . 


1. NAME に よる モジ ュー ル 名 が 指定 され れ ば この 名 称 が オブ ジェ クト モジ ュー ル 名 に な り ま す . 
2. NAME が ソー スプ ログ ラム 上 に な い 場 合 に は , ソー スプ ログ ラム 名 が オブ ジェ クト モジ ュー 
ル 名 に な り ま す . 


NAME 命令 の 前 に 下記 に 示す 命令 を 記述 する こと が で きま す . 
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INCLUDE 


INCLUDE 命令 は , ソー スプ ログ ラム 中 の 任意 の 場所 に オペ ラン ド で 指定 し た ファ イル の 内 容 を 読 
み 込 ん で , ソー スプ ログ ラム ステ ー ト メン ト と し て 展開 する 命令 で す . 


INCLUDE {file-specl'file-spec'} 


ここ で の "file-spec "と は 汎用 クロ スソ フト ウェ ア が 稼働 する 05 の ファ イル 記述 に 準拠 し た 形 
式 で 記述 する こと が で きま す が , 各 05 に よっ て 記述 方 法 が 異な り ま す の で 注意 し て くだ さい . 


例 

NAME EXAMPLE 

| 

INCLUDE AEQU. XAS AEQU. XAS 
AA EQU 1 AA EQU 1 
BB EQU 2 BB EQU P 
CC EQU 3 CC EQU 3 
DD EQU 4 DD EQU 4 
EE EQU 5 EE EQU 5 

| 

END 


な お , INCLUDE 命令 の ネス ト は 最高 10 回 まで 可能 で す . 
"file-spec” を 文字 値 定数 の 形 ( xxxx' ) で 記述 する と 省略 ファ イル タイ プ ".xas” を 付け 加え ませ 
ん の で , 注意 し て くだ さい . 
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END 


END 確信 は , ソー スプ ログ ラム 中 に 1 度 だ け コ ー デ ィング で きま す が , それ は ソー スプ ログ ラム 
の 最後 の 行 で な く て は な り ま せん . 

オペ ラン ド と し て 表現 を 指定 する と , プロ グラ ム 実 行 の 開始 アド レス を 割り 付け る 値 と し て 使 
用 され ます . 

表現 を 省略 し た 場合 に は , 入口 点 が な いも の と みな され ます . 

幾つ か の プロ グラ ム モ ジュ ー ル を 一 本 に し て , ある プロ グラ ム と し た 場合 は , その プロ グラ ム の 
実行 開始 アド レス と し て 1 つの モジ ュー ル を 指定 で き , その アド レス を 有する モジ ュー ル が メ 
イン モジ ュー ル と な り ま す . 

な お , 表現 と し て オペ ラン ド に 記述 する こと の で きる の は , ラベ ル / ネ ー ム 表現 に 限ら れ ま す . 


例 
SITARTI EQU ネ 


END START1 


43 


FLOAT 


FLOAT 命令 は , 単 精度 浮動 小数 点 デ ー タ を 作成 する 命令 で す . 


オペ レー ショ ンコ ー ド | オペ ラン ド 


[optional] IFLOAT 表現 


表現 は "[ 人 +|- 中 数 字 [. 数 字 ][E[ 人 +|-}] 整 数 ]” で 表現 し , この 表現 内 で 演算 子 は 使え ませ ん . 
FLOAT 命令 は , 指定 され た 表現 か ら 4 バイ ト の 単 精度 浮動 小数 点 を 作成 し , 以下 の 形式 に 編集 後 , 
上 位 パ イト と 下位 パイ ト を 逆転 し た 形式 で 展開 し ます . 


6 1 8 d1 
LE 』 ヤヤ ヤ 


[ 吉 部 | っ [sh] 


浮動 小数 点 値 の 範囲 は , "1.18E-38"~"1.7E+38" ま で で す . 


例 

指定 例 第 成 后 二 ド 
FLOAT 0 00000000 
FLOAT 0.5 0000003F 
FLOAT 1.0 0000803F 
FLOAT  -1.25 0000AOBF 
FLOAT +4.5 00009040 
FLOAT  +1.18e-38 997D8000 
FLOAT  -1.18e-38 997D8080 
FLOAT 1. 7e+38 9EC9FF7E 
FLOAT  -1.7e+38 9EC9FFFE 


は 
は 


DFLOAT 


DFLOAT 命令 は , 倍 精度 浮動 小数 点 デ ー タ を 作成 する 命令 で す . 


| ラベ ル | オペ レー ショ ンコ ー ド 


DFLOAT 表現 


表現 は "[ 人 +|- 中 数 字 [. 数 字 ][E[ 人 +|-}] 整 数 ]” で 表現 し , この 表現 内 で 演算 子 は 使え ませ ん . 
DFLOAT 命令 は , 指定 され た 表現 か ら 8 バイ ト の 倍 精度 浮動 小数 点 を 作成 し , 以下 の 形式 に 編集 
後 , 上 位 バ イト と 下位 バイ ト を 逆転 し た 形式 で 展開 し ます . 


S ・ 符号 ビッ トバ (ゼット 時 一 負 ) ー を と 
琶 二 っ [Eh 
可 還っ mi 


浮動 小数 点 値 の 範囲 は , “1.18E-307"ー"1.7E307" ま で で す . 


例 

指定 例 生成 コー ド 
DFLOAT 0 0000000000000000 
DFLOAT 0.5 000000000000E03F 
DFLOAT 1.0 000000000000F03F 
DFLOAT 25 000000000000F4BF 
DFLOAT +4.5 0000000000001240 
DFLOAT +1.18e-38 C404622CB30F1038 
DFLOAT -1.18e-38 C404622CB30F10B8 
DFLOAT 1.7e+38 ADDF8CC733F9DF47 
DFLOAT -1. 7e+38 ADDF8CC733F9DFC7 
DFLOAT 1.7e+307 2BC9C5267435B87F 
DFLOAT -1. 7e+307 2BC9C5267435B8FF 
DFLOAT 1.18e+307 B8AOE011C3CDBO7F 
DFLOAT -1.18e+307 B8AOE011C3CDBOFF 
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印刷 制御 疑似 命令 


TITLE 


TITLE 命令 は , オペ ラン ド に 記述 され た 文字 列 を , アセ ン ブ ル リ スト の 各 ペ ー ジ に タイ トル コメ 
ズ 、 


オペ ラン ド で 記述 され た 文字 列 は , アセ ン ブ ル リ スト で は , この 命令 が 現れ た 次 ペー ジ の タイ ト 
ル 内 の 所 定位 置 に 36 バイ ト の 左 詰め で 印刷 され , 以後 次 の TITLE 命令 が 現れ る まで , 各 ペ ー ジ 
の 同一 位置 に 繰り 返し 印刷 され ます . 

オペ ラン ド に 記述 で きる 文字 列 の 長 さ は 36 バイ ト を 超え て は な ら ず , また オペ ラン ド 部 の 記述 
を 省略 すれ ば 改 ペ ー ジ の み が 行 われ ます . 


例 
TITLE *kk EXAMPLE TITLE **k 
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SKIP 


SKIP 命令 は , オペ ラン ド に 記述 され た 数 値 分 の 空白 行 を アセ ン ブ ル リ スト 上 に 出力 する 命令 で 
す . 


オペ ラン ド で 記述 され る 数 値 は , 1~15 まで の 数 値 で な く て は な ら ず , 省略 する こと は 許さ れ ま 
穫 /。 


SKIP 命令 自身 は 印刷 され ず , オペ ラン ド で 1 を 指定 する と 1 行 の 空白 行 が 出力 され ます . 


例 
ABC1 EQU Ed 

SKIP 1 
ABC2 EQU 3 

SKIP 2 


ABC3 EQU 玉 
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EJECT 


EJECT 命令 は , この 命令 が 現れ た 時 点 で 改 ペ ー ジ を 行い , 印刷 の 続き は 次 の ペー ジ か ら 続 け て 行 
う 強 制 改 ペー ジ 命 令 で す . 


例 

ABC1 EQU 1 
ABC2 EQU 2 
ABC3 EQU 3 


ABC4 EQU 4 
・”EJECT" が ある と 改 ペ ー ジ 
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PRINT 


PRINT 命令 は , リス ト 出 力 全 体 を 制御 する 命令 で す . 


| ラベ ル | オペ レー ショ ンコ ー ド 


PRINT (ONIOFF) 


オペ ラン ド で , “ON" が 指定 され た と き に は , アセ ン ブ ラ は 通常 の 印刷 処理 を 行い , アセ ン ブ ラ は , 
"PRINT ON が デフ ォ ル トモ ー ド で す . 

オペ ラン ド で "OFF" が 指定 され た と き に は , この 命令 が 現れ た 次 の 行か ら , 次 の "PRINT ON" の 命 
令 ま た は , END 命令 が 現れ る まで , 印刷 を 省略 し ます . 

な お , アセ ン ブ ラ は 印刷 開始 時 に は PRINT ON モー ド で 印刷 が 開始 され ます . 


例 

NAME SAMPLE 
PRINT 0 
PRINT 了 

END 「 


PRINT OFF と PRINT ON の 間 は ., 印刷 され ませ ん . 
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ロケ ーション と セク ショ ン 制 御 擬似 命令 


一 般 に プロ グラ ム を 作成 する に あたっ て は , プロ グラ ム 容 量 や , 実行 メモ リ な どの 制限 に より , 
プロ グラ ム の 作成 方 法 が 異な り ま す . 

アセ ン ブ ラ で は , 実行 アド レス が あら か じ め 定 め ら れ て いて , し か も メモ リサ イズ の 人 小 規模 な プ 
ログ ラム の 開発 か ら , 複数 本 の モジ ュー ル に 分 割 され , 幾つ か の グル ー プ に 分 け て プロ グラ ム を 
作成 する よう な 大 規模 な プロ グラ ム の 開発 な ど に も 対応 が で きる よう な プロ グラ ミン グ 方 法 が 
用 意 さ れ て いま す . 

アセ ン ブ ラ で は , ロケ ーション カウ ンタ の 制御 や , モジ ュー ル の 分 割 制御 な おど に , セク ショ ン と 
いう 考え 方 を 導入 し (イン テル 社 の アセ ン ブ ラ で は , セグ メン ト 制 御 に 相当 ), モジ ュー ル 分 割 さ 
れ た プロ グラ ム の 作成 を 容易 に し て いま す . 

この セク ショ ン と いう 考え 方 は , 汎用 コン ピュ ー タ な どの アセ ン ブ ラ で 用 いら れる セク ショ ン 
制御 と よく 似 た 考え 方 で あり , 下記 に 示す セク ショ ン が アセ ン ブ ラ で は 用 意 さ れ て いま す . 


セク ショ ン 
コー ド セ ク ショ ン ( 命 令 部 分 ) 
コモ ン セ クシ ョ ン ( デ ー タ 定義 部 分 ) 
ダミー セ クシ ョ ン ( デ ー タ 定義 の ダミ ー) 
スタ ッ ク セ クシ ョ ン ( ス タッ ク 領 域 部 分 ) 
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ORG 


ORG 命令 は , 使用 中 の ロケ ーション カウ ンタ の 値 を 変更 する 命令 で す . 


オペ レー ショ ンコ ー ド | オペ ラン ド 


ロケ ーション カウ ンタ は , 各 セ クシ ョ ン 毎 に 用 意 さ れ て いま す が , プロ グラ ム の ある 時 点 を と れ 
ば 使用 で きる ロケ ーション カウ ンタ は 唯 ひ と つ で あり , 各 セ クシ ョ ン 内 の ロケ ーション が 調整 
され ます . 

ここ で 指定 する オペ ラン ド と し て の 表現 は 定義 済み の も の で な く て は な り ま せん . 

また , オペ ラン ド の 表現 に は 「 絶 対 表 現 」 と 「 相 対 表 現 」 と が あり , それ ぞ れ が アセ ン ブ ラ の 絶 
対 ( ア ブ ソ リュ ー ト ) モ ー ド と 相対 (リロ ケー タブ ル ) モ ー ド と 関係 し て いま す . 

絶対 表現 と は , 表現 内 容 だ け で ロケ ーション が 決定 され る 記述 で , 相対 表現 と は , 表現 内 容 に 何 
か を 加減 算 し て ロケ ーション が 決定 され る 記述 方 法 で す . 

な お , オリ ジン の 戻り (オリ ジン バッ ク ) は , 表現 と し て 許さ れ ま せん . 


例 1 


絶対 表現 (アブ ソリ ュー ト ) : リロ ケー タブ ル ア セ ン ブ ル 時 は エラ ー 
H3000 EQU 3000H 


ORG H3000 
ORG 3000H 
ORG 0A000H 
例 2 
相対 表現 (リロ ケー タブ ル ) : オ リジン バッ ク は エラ ー 
ORG *-100H 
ORG *+1000 
ORG *+10 
注目 


絶対 表現 の ORG 命令 は 各 セ クシ ョ ン の 先頭 で 1 度 だ け 指定 する こと が で きま す . 
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AORG 


AORG 命令 は , 使用 中 の ロケ ーション カウ ンタ の 値 を 変更 する 命令 で す . 


オペ レー ショ ンコ ー ド | オペ ラン ド 


ロケ ーション カウ ンタ は , 各 セ クシ ョ ン 毎 に 用 意 さ れ て いま す が , プロ グラ ム の ある 時 点 を と れ 
ば 使用 で きる ロケ ーション カウ ンタ は 唯 ひ と つ で あり , 各 セ クシ ョ ン 内 の ロケ ーション が 調整 
され ます . 

ここ で 指定 する オペ ラン ド と し て の 表現 は 定義 済み の も の で な く て は な り ま せん . 

また , オペ ラン ド の 指定 は 「 絶 対 表現 」 で な く て は な り ま せん . 

AORG 命令 は , 有効 な 記述 が な され た 場合 に は その 時 点 で セク ショ ン 分 割 し ます の で 1 つの モジ 
ュー ル 内 で 何 度 で も 記述 する こと が で き , また オリ ジン の 戻り (オリ ジン バッ ク ) も , 表現 と し て 
許し ます . 


例 


絶対 表現 (アブ ソリ ュー ト ) 
H3000 EQU 3000H 
AORG H3000 
AORG 3000H 
AORG 0AOOOH 


注目 


ORG 命令 は 必ず SECT 命令 に よっ て セク ショ ン 分 割 を し な いと 何 度 も 指定 で きま せん が , AORG 命 
令 は SECT 命令 に よっ て セク ショ ン 分 割 す る 必要 は あり ませ ん . 
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BND 


BND 命令 は , ORG 命令 と 同様 に ロケ ーション カウ ンタ の 値 を 変更 する 命令 で す が , バウ ンダ リ 調 
整 す る こと が 0RG 命令 と 異な り ま す . 


| ラベ ル 
| ブラ ンク |BD 数 値 


ロケ ーション カウ ンタ は , 各 セ クシ ョ ン 毎 に 用 意 さ れ て いま す が , プロ グラ ム の ある 時 点 を と れ 
ば 使用 で きる ロケ ーション カウ ンタ は 唯 ひ と つ で あり , 各 セ クシ ョ ン 内 の ロケ ーション が 調整 
され ます . 

ここ で 指定 する オペ ラン ド の 数 値 は , 2 て 32768 まで の 数 値 の 記述 が 可能 で , 指定 され た 数 値 に 
対応 する ロケ ーション カウ ンタ が 調整 され ます . 

BND 命令 の 主 な 使用 方 法 と し て は , プロ グラ ム モ ジュ ー ル の サイ ズ を 調整 する の に 使用 され ます . 
バウ ンダ リ 調 整 と は , この 命令 の 直後 に 出力 され る ロケ ーション の 値 を 変更 する こと で あり , 以 
下 の 例 に 示す よう に 調整 され ます . 


例 

location 

1000 命令 

1002 BND 2 ・・・・ 2 バイ ト 調 整 

1002 BND 4 ・・・・ 4 バイ ト 調 整 

1004 BND 512 ・・・・ 512 バイ ト 調 整 
1200 BND 1024 ・・・・ 1024(1K) バイ ト 調 整 
1400 BND 4096 ・・・・ 4096(4K) バイ ト 調 整 
2000 
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SECT 


SECT 命令 は , アブ ソリ ュー ト ま た は リロ ケー タブ ル な セク ショ ン を 定義 する 命令 で す . 


ネー ム SECT [CODE[, 0RG= 絶 対 表現 ]] 
[COMM[, 0RG= 絶 対 表現 ]] 
[DUMY[, ORG= 絶 対 表現 ]] 
[STAK[, 0RG= 絶 対 表現 ]] 


ラベ ルフ ィ ー ル ド で 指定 する ネー ム は , オペ ラン ド の 指定 で STAK 以外 は , 省略 可能 で あり , そ 
の 規則 は 一 般 的 な ラベ ル 表 現 と 同じ で す . 

この ラベ ルフ ィ ー ル ド で 指定 され た ネー ム が オペ ラン ド で 指定 され た セク ショ ン に 対応 する セ 
クシ ョ ン 名 と な り ま す . 

モジ ュー ル 内 で は 同名 の セク ショ ン 名 を 記述 する と エラ ー と な り ま す . 

オペ ラン ド に は , 4 つの セク ショ ン の うち , いずれ か 1 つの セク ショ ン 名 と 必要 な ら 先 頭 オ リ ジ 
ン 値 を 絶対 表現 で 記述 し ます . 

オペ ラン ド を 省略 する と , コー ド セ ク ショ ン で 相対 0 番地 の 指定 が され た こと に な り ま す . 
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コー ド (CODE) セ クシ ョ ン 

プロ グラ ム の 手続 き 部 分 を 定義 する 実行 制御 セク ショ ン を 定義 し ます . 

セク ショ ン 分 割 を し な い ユ ー ザ ー に と っ て は , 他 の セク ショ ン は 不要 で あり , コー ド セ ク ショ ン 
内 に デー タ も スタ ッ ク エ リア を 用 意 し て プロ グラ ム を 作成 する こと も で きま す ( 小 規模 プロ グラ 
ム の 場合 ). 

また , 1 本 の プロ グラ ム だ け で 完成 する よう な シス テム の 場合 に は , この セク ショ ン 指 定 を 省略 
し て も シス テム の アセ ン ブ ラ や リン カ が 自動 的 に 1 つ だ け の コー ド セ ク ショ ンプ ログ ラム と し 
て , 最終 的 な オブ ジェ クト プロ グラ ム を 作成 し ます . 


コモ ン (COMM) セ クシ ョ ン 
複数 の プロ グラ ム で 共用 され る デー タ 領 域 を 定義 する 共通 セク ショ ン を 定義 し ます . 
コモ ン セ クシ ョ ン は , 各 コ ー ド セク ショ ン で 参照 / 設 定 な ど を 行う デー タ 領 域 を 定義 し ます . 


ミー(DUMY) セ クシ ョ ン 
各 コ ー ド セク ショ ン が 参照 する コモ ン セ クシ ョ ン を みか け 上 定義 むす る セク ショ ン で あり , オブ 
ジェ クト コー ド と し て は 出力 され な い 文 字 通り ダミ ー の セク ショ ン で す . 
この ダミ ー セ クシ ョ ン は , コモ ン セ クシ ョ ン と 同じ 内 容 を 定義 し て お き , 参照 で きる よう に 考え 
られ た セク ショ ン で す . 


スタ ッ ク (STAK) セ クシ ョ ン 

各 コ ー ド セク ショ ン で 定義 され た プロ グラ ム が 使用 する スタ ッ ク エ リア を 定義 むす る セク ショ ン 
で す . 

リン ク 時 に 同一 名 の スタ ッ ク セ クシ ョ ン が 入力 され た と き に は , より 大 き な サ イズ の スタ ッ ク 
エリ ア が 取ら れ , 異な る スタ ッ ク セ クシ ョ ン が 入力 され た と き に は , 合計 され リン ク さ れ ま す . 


以上 の 4 つの セク ショ ン は , プロ グラ ミン グ 方 法 と , リン ク 方 法 に よっ て 様々 な プロ グラ ム 形 態 
と な り ま す . 
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ブロ グラ ム 結 合 擬似 命令 


別々 に コー ディ ング し , アセ ン ブ ル さ れ た 複数 の モジ ュー ル ( セ クシ ョ ン ) が ある 場合 , これ ら の 
モジ ュー ル を 結合 し て ] 本 の プロ グラ ム に する た め に は , それ ぞ れ の モジ ュー ル 間 で 情報 の 交 
換 ( 連 絡 ) を し な けれ ば な り ま せん . 

ある モジ ュー ル 内 で 外部 の モジ ュー ル 内 の アド レス や , 内 容 な ど を 参照 し た い 場合 に は , 外部 の 
モジ ュー ル で 定義 され て いる 記号 に 対し て は EXTNAL 命令 を , 他 の モジ ュー ル か ら 参 照 され る 記 
号 に 対し て は GLOBAL 命令 に よっ て それ ぞ れ 記号 宣言 を し な けれ ば な り ま せん . 

また , これ ら の プロ グラ ム 結 合 擬似 命令 は , セク ショ ン 制 御 や リン カ と 密接 に 関係 し プロ グラ 
ム の 結合 や アド レス の 再 配置 (リロ ケー ショ ン ) 等 の 必要 処理 が 行わ れ ま す . 


EXINAL AAA GLOBAL AAA 
GLOBAL BBB EXTNAL BBB 
| | 


外部 参照 AA 内 部 定義 AA 
| | 

内 部 定義 BBB 外部 参照 BBB 
| | 
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GLOBAL 


GLOBAL 命令 は , 他 の アセ ン ブ ラ で は "PUBLIC", “XDEF", “ENTRY' な ど と 呼ば れ て いる 命令 で , オ 
ペラ ンド で 与え られ た 記号 を 他 プ ログ ラム で も 使用 で きる よう に 定義 する 命令 で す . 


25 較 


オペ ラン ド と し て の ネー ムリ スト 中 の 各 項 目 は , デー タ を 割り 当て た ネー ム か ラベ ル , また は 該 
当 プ ログ ラム 中 の どこ か の 命令 で な けれ ば な り ま せん . 

リス ト 中 に 多数 の ネー ム を 用 いる と き は , それ ぞ れ を コン マ (, ) で 区 切る 必要 が あり , また 各 ネ 
ー ム は プロ グラ ム モ ジュ ー ル 中 で 一 度 だ け 宣 言 を する こと が 可能 で す . 


例 
GLOBAL AAA, BBB 
GLOBAL CCC 
| 
AAA: 命令 
BBB EQU 玉 
命令 
CCC DB 10 


また , 絶対 表現 の ネ ホーム を グロ ー バ ル 宣 言 する こと も 可能 で す . 
な お , ダミ ー セ クシ ョ ン 内 の ラベ ル や 変数 を GLOBAL 宣言 する こと は で きま せん . 
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EXTNAL 


EXTNAL 命令 は , 他 の アセ ン ブ ラ で は "EXTRN", "XREF' など と 呼ば れ て いる 命令 で , 他 の プロ グラ 
ム で 定義 され た 記号 の リス ト を , 該当 プロ グラ ム で 参照 で きる よう に アセ ン ブ ラ に 指示 を 与え 
る 命令 で す . 


オペ ラン ド と し て の ネー ムリ スト 中 の 各 項 目 は , 他 の プロ グラ ム 中 で 定義 を され た GLOBAL 名 を 
指定 し ます . 

リス ト 中 に 多数 の ネー ム を 用 いる と き は , それ ぞ れ を コン マ (, ) で 区 切る 必要 が あり , また 各 ネ 
ー ム は プロ グラ ム モ ジュ ー ル 中 で 一 度 だ け 宣 言 を する こと が 可能 で す . 


例 

EXINAL AAA, BBB 
EXINAL CCC 

| 

命令 (一 ) , AA 
命令 BBB, (--) 
命令 CCC 
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条件 アセ ン ブ ル 疑 似 命令 


IF 


IF 命令 は ELSE 命令 や ENDIF 命令 と 対 で 記述 し , オペ ラン ド の 式 に よっ て 条件 アセ ン ブ ル す る 和合 


オペ レー ショ ンコ ー ド | オペ ラン ド 


オペ ラン ド で 記述 され た 式 が 真 ( 式 の 結果 が ゼロ 以外 ) で あれ ば , その 行か ら ELSE 擬似 命令 また 
は ENDIF 擬似 命令 が 現れ る まで アセ ン ブ ル し , 偽 ( 式 の 結果 が ゼロ ) で あれ ば アセ ン ブ ル し ませ 
ん . 

また , 1 つの IF 命令 に 対応 する ENDIF 命令 は 必ず 記述 し な けれ ば な り ま せん . 

他 の 条件 アセ ン ブ ル 擬 似 命 令 "IFDEF", "IFNDEF' と と も に 最高 20 回 まで の ネス ト が 可能 で す . 


例 

IF A .EQ. 1 ※ 
DW 1 
DW 2 
| 

ENDIF 


※ 結果 が 真 で あれ ば 以下 の ソー ス を アセ ン ブ ル し , 偽 で あれ ば アセ ン ブ ル し ませ ん . 
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IFDEF, IFNDEF 


IFDEF 命令 , IFNDEF 命令 は , ELSE 命令 や ENDIF 命令 と 対 で 記述 し , オペ ラン ド の ラベ ル 定 義 / 未 
定義 に よっ て 条件 アセ ン ブ ル す る 命令 で す . 


| アジ ー|ewwrimm 


IFDEF 命令 は , オペ ラン ド に 記述 され た ラベ ル 名 が 定義 され て いれ ば (IFDEF 命令 より 前 で ), そ 
の 次 の 行か ら ELSE 擬似 命令 また は ENDIF 擬似 命令 が 現れ る まで アセ ン ブ ル し , 未定 義 で あれ ば 
アセ ン ブ ル し ませ ん . 

IFNDEF 命令 は , その 逆 で す . 

また , 1 つの IFDE 命令 また は IFNDEF 命令 に 対応 する ENDIF 命令 は , 必ず 記述 し な けれ ば な り 
ませ ん . 他 の 条件 アセ ン ブ ル 擬 似 命令 "IF” と と も に 最高 20 回 まで ネス ト 可 能 で す . 


IFDEF AA …・※ 


ENDIF 


※ 既に AA ラベ ル が 定義 され て いれ ば 以下 の ソー ス を アセ ン ブ ル し , 未定 義 な ら ば アセ ン ブ ル 
し ませ ん . 
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ELSE 


ELSE 命令 は , IF 命令 , IFDEF 命令 お よび IFNDEF 命令 の 条件 が 偽 の と き を 表現 し ます . 


| ラベ ル | オペ レー ショ ンコ ー ド オペ ラン ド 


1 つの 条件 アセ ン ブ ル 命 令 に 対し て 1 つの ELSE 命令 を ENDIF 命令 と の 間 に 記述 する こと が で き 
ます . 


IFDEF AA 


ELSE … IFDEF 命令 が 偽 の と き 以 下 の り -2 を 7 セツ プル し ます . 


61 


ENDIF 


ENDIF 命令 は , 1 つの 条件 アセ ン ブ ル 命 令 の 終り を 表現 し ます . 


| ラベ ル | オペ レー ショ ンコ ー ド オペ ラン ド 


1 つの 条件 アセ ン ブ ル 擬 似 命令 "IF", "IFDEF , "IFNDEF" に 対し て 必ず 1 つの ENDIF 命令 を 記述 
し な けれ ば な り ま せん . 
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その 他 


診断 メッ 


セー ジ 


各 ソ ー ス ステ ー ト メン ト を アセ ン ブ ル し た と き の 診 断 メ ッ セ ー ジ は , 以下 の メッ セー ジ が ソー 
スリ スト 上 に 表示 され ます . 


F 


L 


還 
y 
[ 還 CFSHTUHESSSIZPCEEE 証 EE 
CFDESEYS 還 EE 
に 


( 


P | [内容 ) パラ メー タ の 指定 方 潜 テ ラー 。、。 | 
F | 史 矯 | フォーマット エラ ーー 111{tnt〔{〔{〔{ 
|! | 「 内 称 義 テ ラー=。。、。。 WW 
M | 【 内 容 】 三重 和義 エラー = WWW 
9 | 吊 容 オリ ジン 値 テラ ーー WW 
回 語 


内 容 】 ラ ベル / シ ン ボ ル の 記述 お よび 使用 方 法 の エラ ー 


【 
IT | 【 内 容 】 エ クス ター ナル ラベ ル の エラ ー 


内 容 】 エ ンド ラベ ル , 入口 点 ラ ベル の エラ ー 
内 容 】 パ ラメ ー タ 値 の エラ ー 


【 内 容 】INCLUDE ステ ー ト メン ト の エラ ー 


IR | 【 内 容 】 リ ロケ ーション また は リフ ァ レ ンス の エラ ー 
【 内 容 】 セ クシ ョ ン 数 オー バー フロ ー 
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アセ ン ブ ル リ スト の 形式 


【 ア セン ブラ サン プル リス ト 】 


CROSS ASSEMBLER 


Addr 


00000000 


00000001 
00000002 
00000003 
00000004 
00000005 


00000001 
00000002 
00000003 
00000004 
00000005 


00000000 00000000 CDO000 
00000003 
00000000 00000003 CDO000 
00000006 
00000000 00000006 CDO000 
00000009 


00000000 00000009 010000 
00000007 0000000C 010700 
00000014 0000000F 011400 
00000001 00000012 010100 
00000001 00000015 010100 


00000018 
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V09-L19 


Location Object-Code 
12345678 


(43 


10) 、XASS-V 


Thu 17-Mar-1994 10:37:55 PAGE-0001 
TZ80SAM 780 0701 

RE Isn Source Statement [ GAIO TECHNOLOGY CO.,LTD. ] Error 
as 玉 に ao 1 2 …* 7..……*..…8 


つつ や て 


ォ % % % % % % % % ※ % キ 


0018 TZ80SAM 


*** CROSS ASSEMBLER (XASS-V) *** 


MPU 


・ Z80 


MODULE.NAME : 


FUNCTION 


[TZ80SAM. XAS] 
SAMPLE PROGRAM 


(relocatable mode) 


「 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 * 玉 玉 玉 玉 玉 * 玉 玉 玉 * 玉 玉 玉 玉 ** 玉 玉 玉 玉 * 玉 玉 * 玉 玉 * 玉 * 玉 * 玉 玉 玉 玉 
「 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 * 玉 玉 玉 玉 玉 * 玉 玉 玉 玉 * 玉 玉 玉 玉 玉 * 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 * 玉 * 玉 玉 玉 玉 ・ 


半 区 光 光 北 交 光 交 光 交 


ネ 。 


* Copyright (C) 1992 by GAIO TECHNOLOGY GO.,LTD. **: 


NAME 


SECT 


TZ80SAM 


CODE 


「 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 *** 玉 玉 玉 玉 * 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 * 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 * 


, NAME 


, SECTION (CODE) 


0019 :---ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


EXTNAL EXT10, EXT20 
EXTNAL EXT30 
GLOBAL GLB10,GLB20 
GLOBAL GLB30 


0025 ENTRYP 
0026 
0027-N1 
0028-N2 
0029-N3 
0030-N4 
0031-N5 
0032 
0033 SETL1 
0034 SETL2 
0035 SETL3 
0036 SETL4 
0037 SETL5 
0038 
E 0039 
0040 GLB10 
E 0041 
0042 GLB20 
E 0043 
0044 GLB30 
0045 
0046 
0047 
0048 
0049 
0050 
0051 
0052 


EQU 


玉 


INCLUDE TZ80INC 


EQU 
EQU 
EQU 
EQU 
EQU 


SETL 
SETL 
SETL 
SETL 
SETL 


CALL 
EQU 
CALL 
EQU 
CALL 
EQU 


LD 
LD 
LD 
LD 
LD 


BND 


EXT10 
玉 
EXT20 
玉 
EXT30 
玉 


BC, LAB1 
BC, *-5 
BC, *+5 
BC, LAB4 
BC, LAB5 
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, EXTNAL DEFINE 


, GLOBAL DEFINE 


, EQU 
, INCLUDE 
, NUMBERS 


, SET 


j EXTNAL/GLOBAL 


, RELOCATION 


, BOUND 


CROSS ASSEMBLER V09-L19 (4310) 、XASS-V Thu 17-Mar-1994 10:37:55 PAGE-0002 


TZ80SAM Z80 0701 
Addr Location Object-Code RE Isn Source Statement [ GAIO TECHNOLOGY CO.,LTD. ] Error 
12345678 6 *….7..……*. 8 
0054 :-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 
0055 TZ80COM SECT COMM : SECTION (COMM) 
0056 :- 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 
0057 
00000000 0058 LAB1 EQU * : LABEL 
00000000 00 0059 LAB2: NOP : 
0060 LAB3: 
00000001 00 0061 LAB4: NOP 
00000001 0062 LAB5 EQU LAB4-LAB1 
0063 
00000002 0000 R 0064 VAR1 DW LAB1 : VARIABLES 
00000004 0000 R 0065 VAR2 DW LAB2 5 
00000006 0100 R 0066 VAR3 DW LAB3 
00000008 0100 R 0067 VAR4 DW LAB4 
0000000A 41 0068 VAR5 DB 「A 
0069 
0070 
0000000B 0071 BND 128 : BOUND 
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